
命の大切さを学ばせる体験活動

周南市立湯野小学校
しゅうなん ゆ の

① 学校規模 ① 活動のねらい

○ 学級数：７学級(内特別支援学級１学級) ○ 命の大切さを実感することを通して、自

○ 児童数：７４人 己肯定感をもち、よりよい生き方を実現

○ 教職員数：１１人 しようとする意欲・態度の育成。

○ 活動の対象学年：全学年・７４人 ○ 他の教科等との関連や日常生活とのつな

② 体験活動の観点などからみた学校環境 がりを通しての「ひとりだち（自立）」。

○ 湯野温泉を校区にもち、山や川等の自然 ○ コミュニケーション能力を高め、互いが

にも恵まれている。地域社会との連携も深 かけがえのない一人であり、支え合って生

まり、温かな眼差しに包まれた児童はのび きていること（共生）の実感。

やかに育っている。老人介護施設や老人病 ② 活動内容と教育課程上の位置づけ

院が点在し、高齢者との交流も盛んである。 〈全校体制による活動から抜粋〉

○ ほとんどの児童が隣接した幼稚園から入 ○ ふるさと探訪

学し、異学年とのつながりを深める中、全 （総合的な学習、生活５時間）

校が大きなファミリーという思いがつくら ○ 三世代ふれあい活動

れている。 （生活、図工、総合的な学習２時間）

③ 連絡先 <各学年の活動から抜粋>

○ 〒７４５－１１３２ ○ 成長の記録作り（第２学年）

周南市大字湯野３８４３番地 （生活１７時間、道徳２時間）

○ 電 話：（０８３４）８３－２０２５ ○ 元気をお届けします（第３学年）

ＦＡＸ：（０８３４）８３－２１３５ （総合的な学習３６時間、国語６時間、

電子メール：yunosjm@shunan.ed.jp 音楽６時間、図工４時間、道徳３時間）

１ 活動に関する学校の全体計画

(1) 活動のねらい

① 命の大切さを実感することを通して、かけがえのない存在である自分自身を肯定し、一人

ひとりがよりよい生き方を実現しようとする意欲・態度を育む。

② 体験活動と他の教科等との関連を図ったり、日常生活とつなげたりすることにより、「ひ

とりだち（自立）」をめざす。

③ 体験活動の中で自分の思いを表現し合う場を設定してコミュニケーション力を高め、互

いがかけがえのない一人であり、支え合って生きていること（共生）を実感させる。

(2) 全体の指導計画

① 主な活動と教育課程上の位置づけ

学年 体 験 活 動 教育課程上の位置づけ

１ 和牛農家の訪問、幼稚園との交流、サツマイモの栽培 生活、道徳、学活

２ 成長の記録作り、幼稚園との交流、野菜の栽培 生活、道徳、学活

３ 高齢者、障害者との交流 総合的な学習、道徳
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４ 飼育活動、幼稚園との交流、1/2成人式、環境緑化 総合的な学習、図工、学活、道徳、保健

５ 飼育活動（メダカ）、竹炭作り、お仕事にチャレンジ 総合的な学習、学活、道徳

６ 栽培活動（大豆）、お仕事にチャレンジ 総合的な学習、学活、道徳

全校 ハートフルコンサート、サン・サンロードクリーン作戦、三世代ふれあ 国語、生活、図工、家庭、総合的

い活動、ふるさと探訪、お話の会、一人一鉢運動、全校道徳 な学習、特活、道徳

② 各活動の指導計画（例 第４学年 １／２成人式をしよう）

活動の名称 内 容（道徳はねらい） 教育課程上の位置づけ 単位時間数

いっしょに遊ぼう 飼育動物の話をしたり、園児と遊んだりする。 総合的な学習 １０

大人に近づくからだ 男女の体の変化を理解する。 体育（保健） ４

おばあさんのおむかえ 家族の一員として役割を果たしていこうとする。 道徳 １

フィンガーボール 相手のことを思いやり、親切にする 道徳 １

ぎこぎこトントン 「湯野にあるといいもの、いるもの」をのこぎりや金 図工 ６

づちをつかって木工制作する。

アルバム 生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。 道徳 １

湯野にあるといいものを完成 ４年生、園児それぞれが作った物を持ち寄り、「ジェッ 総合的な学習 ６

させよう トコースターのある水族館」「夜の動物園」を制作する。

こどものいのちを助けたい 生命の大切さを感じ取り、生命あるものを大切にする。 道徳 １

１／２成人式をしよう 自分の成長を喜び、将来の夢を語る式を行う。 総合的な学習 １１

２ 活動の実際

(1) 全校での活動例 ～ハートフルコンサート(ピアノ演奏会）～

① 事前指導

視覚障害者である今回の奏者は、山口県内だけでなくいろい

ろな場で演奏活動を続けておられ、たくさんの賞を頂いておら

れることを伝え

た。全校で「新ち

ゃんがないた」のビデオ視聴もした。各学年

に応じて新ちゃんが障害を克服しながら一生

懸命に生きようとする姿や友だちのツヨシく

んの温かい眼差しなどについて感想を書いた

り話し合ったりした。

② 活動の展開

「エリーゼのために」など、児童がよく耳

にする曲や口ずさめるものを中心に演奏され

たこともあり、流れるような指運びや柔らか

な響きに時間のたつのも忘れ聴き入った。演

奏の途中に「毎日時間を決めて練習する。病

気にならないように体を鍛えている。好きな

ことを集中的に練習することが大切。親がい

なくなってもひとり立ちできるようにするた

めにしている。」など、お母さんから息子であ学年便りから抜粋



る奏者への接し方や育て方についての話を伺うこともできた。

③ 事後指導

全校で感想を書き、道徳や学活で深めていった。どの学年も、

「障害を感じさせない演奏に感激した」「元気な自分が怠けて

いるので負けずに力をつけていきたい」「『以前よりさらに上

手になっておられる』と先生が教えてくれた。目標をもって練

習をしておられるからだろう。すごい。」などと、今の自分に置き換えて考えていた。学校生

活の中で目標を見失いそうになったときなどに思い出して頑張る姿も見られる。

(2) 各学年での活動例 ～ 第１学年の活動 生活科「だいすきだよ」 ～

① 事前指導

学級の実態として、何事も自信がなく活動

に手間取る児童が多いので、５月連休明けか

ら「いえのおしごとをしよう」を休日の宿題

にしてきた。本単元に入るに当たり、実施し

た「家の仕事調べ」の結果から、児童は家の

仕事の多さや、そのほとんどを母親が担当し

ていることなどに気付いた。そこで、小単元

「めざせ！しごとめいじん だいさくせん」

では、家族と相談して、ほぼ毎日できるもの

を自分の仕事に決めて取り組んでいくことに

した。

家庭で行ったことを学校で検証しながら深

めていくという学習なので、家庭との連携が

不可欠である。活動の意義や声かけの仕方等

を右のように学年便りで知らせた。

② 活動の展開

○ 仕事がんばりカードの活用

仕事の様子や気付きを毎日記録して保

護者にも一言記入してもらい、気持ちの

交流を図る手段とした。

○ 「仕事名人発表会」リハーサル

２年生のアドバイスを受け、聞き手の

立場に立って発言できるようになった。

○ 「仕事名人発表会」⇒園児を招待

各自の仕事ぶりを聞き手（幼稚園児）

にわかりやすく発表した後、技を伝授し

た。この活動で仕事名人として誇らしい

気持ち（自尊感情や自己有用感）を膨ら

ませるとともに、他の仕事にも意欲がわいてきた。



③ 事後指導

この学びを家庭生活にもどし継続できるよう、名人認

定証や保護者からの手紙を活用して更なる意欲付けを図

った。手紙の返事を書き、これからの仕事がんばりカー

ドも自作し、一緒に手渡した。そこには、日頃伝えられ

ない言葉や感謝の気持ちが満ち溢れていた。

３学期は、「たのしかったね １ねんかん」と題して、

できるようになったことがたくさんある自分を振り返り

自信を深め、家族や新しく入ってくる１年生のために役

立とうとする気持ちを更に高めていきたい。

(3) 各学年での活動例 (幼小連携・異年齢交流を軸にした取り組みから )

～ 第４学年の活動 総合的な学習「１／２成人式をしよう」 ～



① 事前指導

幼小連携や異年齢交流をそれ自体の

もつ価値(成長と役割の自覚等)ととも

に、各体験活動をより効果的にする手

立ての一つとしてもとらえ、左の計画

を立てて取り組んだ。

本校では、一年間をひとまとまりの

学習として各活動を絡ませながら進め

ている。本単元の前には、学校医や助

産師を招いて授業を行い、幼児期とは

違う自分の体や心、だれもが新しい命

を生み出す大切な体であることを学び

自己有用感を育んだ。活動前に、「今の

自分と園児だったころの違いや園児の

すばらしいところを見つけて来る」等

のめあてをもたせ焦点化した。

② 活動の展開

前頁「いのちの授業関連図」にもあ

るように本単元を諸活動の核に据え、

学習を進めた。園児の作品を生かして一緒に新たな作品を仕上げていく中、幼小教職員間の連

携行動が園児や児童の温かな眼差しや笑顔となり子どもたちの成長につながった。

③ 事後指導

振り返りの場を設定して次の活動への課題を見つけ意識化を図った。また、１年生と一緒に

本校学習発表会への招待状を作成して幼稚園に届けるなど、かかわりを深めている。

３ 体験活動の実施体制

① 学校支援委員会 ② 配慮事項等

４ 体験活動の評価の工夫と指導の改善

① 命の大切さのとらえ方

命をいくつかのカテゴリーに分類してとらえ、右の

イメージ図として整理した。そして体験活動の中で、

あるいは体験活動を生かしながら、学年や活動に応じ

て焦点化した命観を育んでいくよう全教職員で共通理

解したことで評価の視点が明確になってきた。

② 振り返りの場の確保と子どもの変容の見取り

平 成 20年 度 　 湯 野 幼 稚 園 と 小 学 校 との 交 流 計 画 H ２０ 　 5 現 在
ね ら い 月 学 年 教 　　科 内 　　 　　 　 　 　 容 備 　　 考

5 ・ ２ 7
1 ・

園 児
生 活 「 よう ち え ん
か ら ご し ょ うた い 」

・幼 稚 園 を 訪 ね 、先 生 方 に 小 学 校 の 様 子 を
報 告 す る 。（ 里 帰 り ）

・２ 校 時

6
１ ・２
長

生 活 「 い も づ る を
うえ よう 」

・清 永 農 園 に １ ・ 2年 生 と 年 長 児 が 芋 づ る を
植 え に い く。縦 割 り フ ァ ミリ ー で 活 動 す る 。

・年 少 は 様 子 を 見 て 決 め
る 。

6 1
生 活 「 こう し を み
に い こ う」

・安 達 さ ん 宅 で 牛 を 見 る 。
・2 年 生 に 昨 年 度 の 様 子 を
聞 き に い く 。

7 １ ・ 長
生 活 「 こう し を み
に い こ う」

・一 緒 に 牛 を 見 る 。 ・牛 の 秘 密 を 教 え に 行 く

7 １ ・ 長
生 活 「 こう し を み
に い こ う」

・牛 の 秘 密 の 発 表 会 を す る 。 （ 幼 稚 園 に 出
向 く）

7
1 ・

園 児
国 語 「 お お き な か
ぶ 」

・大 き な か ぶ の劇 を 見 せ る 。
・事 前 に ４ 年 生 に 見 て も ら
い 、感 想 を もら う 。

9 全 秋 季 大 運 動 会 ・開 会 式 、 大 玉 送 り 、湯 野 小 唄

1 0
１ ・２
園 児

生 活 「 あ き を た の
しも う 」

・さ つ ま い も の 収 穫 を す る 。

1 0
１ ・

園 児
生 活 「 だ い す き だ
よ」

・１ 年 生 が 家 庭 で 身 に 付 け て き た 仕 事 の こ
つ 、 内 容 、方 法 を 「 お 仕 事 名 人 」 とし て 、園
児 に 披 露 し 、仕 事 を 体 験 し て もら う 。

1 0
３ ～ ６
園 児

総 合 「 音 楽 で 心 を
つ な げ よ う」

・音 楽 祭 で 発 表 す る 曲 を 演 奏 す る 。
・招 待 状 を 園 長 先 生 あ て に
出 す 。 （ ３ 年 生 代 表 ）

１ １音
楽 祭
の 日

１ ・２
長

生 活 「 あ き を た の
しも う 」

・収 穫 し た さつ まい も を 使 っ て 、サ ツ マ イ モカ
レ ー や お 菓 子 を 作 る 。 （音 楽 祭 の 日 に 行
う 。 ）
・学 習 し た こ とを 幼 稚 園 児 に 披 露 す る 。１ ・２
年 生 で 練 習 した 共 通 の 曲 を 歌 う。

・１ 、 ２ 年 生 は 事 前 に １ 回 程
度 さつ ま い も 料 理 を 行 う。

７～
１ １

4 ・
園 児

総 合 「 １０ 年 式 を し
よう 」

・園 児 と 一 緒 に 活 動 す る こ とを 通 して 、幼 稚
園 の 頃 の 自 分 を 振 り 返 る 材 料 とし、 成 長 し
て い る とこ ろ は ど こか に 気 づ く 。ま た 、 自 分
の 家 族 か ら の愛 情 に つ い て も感 じ る こ とが
で き る 。

・図 工 で 共 同 作 品 を 作 り 、
県 美 展に 提 出 す る 。

1 1
１ ・２
園 児

学 活 「 お せ わ に
な っ た か た に お れ
い を しよ う」

・清 永 さ ん や 安 達 さ ん な ど を 招 待 し 、感 謝 の
気 持 ち を 表 す 会 を 行 う 。 （招 待 状 を 出 す 。 ）

・遊 戯 室 ？

1 2
1 ・

園 児

国 語 「 お も っ た こ と
をわ か り や す く か
こ う 」

・幼 稚 園 の 友 達 の 劇 を 見 る 。
・劇 を 見 た 感 想 を 作 文 に あ ら わ し 、 幼 稚 園
の 先 生 に 読 ん で もら う 。
・３ 学 期 の 自 分 た ち の 学 習 発 表 会 へ の 意 欲
を も つ 。

1
1 ・

園 児

生 活 「 が くしゅ う
は っ ぴ ょ う か い に
む け て 」

・１ 年 間 の 学 習 の 成 果 を ま とめ 、 家 族 や 地
域 の 方 々 に 見 て も ら うた め に 練 習 す る 。
・幼 稚 園 の 友 達 へ 学 習 発 表 会 の 招 待 状 を
作 っ て 渡 す 。

2
2 ・

園 児

国 語 「 む か し 話 の
お も し ろさを あ じ
わ お う 」

・昔 懐 か し い 「 か さこ じぞ う 」を 気 持 ち や 情 景
が 表 わ せ る よ うに 読 む 。 ま た は 、生 活 の 学
習 で 自 分 た ち が 作 っ た お もち ゃ で 遊 ん で も
ら う。

・他 学 年 も 積 極 的 に 読 み
聞 か せ等 を しに 幼 稚 園 に
行 って ほ し い 。

2
1 ・

園 児
生 活 「 あ そ ぼ う ・
か ざ ろ う 」

・自 分 た ち で 作 っ た お も ち ゃ を 幼 稚 園 の 友
達 と一 緒 に 楽 しむ 。 ・園 児 と２ 年 生 との 遊 び
方 の 違 い に つ い て 気 付 く こと が で き る 。

・事 前 に ２ 年 生 に 遊 ん で も
らい 、感 想 を も ら う 。

2 1 ・ 長 一 日 入 学
・新 １ 年 生 と一 緒 に 遊 ん だ り 、学 校 の こ とを
教 え て あ げ た り す る 。

2
6 ・

園 児
家 庭 「 素 材 を 生 か
そ う ・

・学 級 園 で 栽 培 し た 野 菜 を 使 っ た 試 食 会 に
招 待 す る 。

・総 合 的 な 学 習 との 関 連 。
さつ ま い も 料 理 と の 相 違 点

3
5 ・

園 児
国 語 「 昔 話 を 伝 え
よう 」

・自 分 た ち で 調 べ た 昔 話 を 紙 芝 居 で 披 露 す
る 。

3 1 ・ 長 生 活 「 まっ て る よ 」

・幼 稚 園 の 友 達 に 小 学 校 を 案 内 す る 。
・一 緒 に ゲ ー ム をした り、給 食 を 食 べ た り し
て 楽 し く 過 ごす 。
・卒 園 の 記 念 に 「ア サ ガ オ の 種 」 を プ レ ゼ ン
トす る 。
・新 １ 年 生 の た め に 、 小 学 校 で は どん な こ と
が あ る か を絵 と文 章 に して 紹 介 す る 。

・入 学 式 の 飾 り つ け 、１ 年
生 を 迎 え る 会 の 準 備 （ 学 校
の 行 事紹 介 を １年 生 を 迎
え る 会 で 行 う 。 ）

よ
ろ
し
く
ね
！
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ふるさとを練習場とした体験活動の効果を挙げ、日常

生活や地域で生かすよう協議することにより、地域の方

の参画推進と連携強化を図る。構成員は、コミュニテ

ィ・自治会連合会・老人クラブ・民生委員会・社会福祉

協議会・交通安全協会湯野支部・公民館の各長と学校評

議員、校長、教頭、教務・研修・生徒指導主任である。

○ 生き物とふれあった後には、手洗

いやうがいを十分行わせる。

○ 校外活動が主となるときは、見守

り隊に依頼し安全確保に努める。

○ 家族の手紙や写真を生かす活動で

は、各家庭個別の配慮を行う。



具体的な子どもの姿の一覧表を参考に各学年で設定した児童像に照らし合わせながら行動や

記述物を見たり、保護者と連携しながら児童の様子を聞き取ったりという方法で日頃から成長

の様子を見取り書き留めていくよう努めている。また、アンケートも実施し指導の改善に生か

している。

③ 道徳の時間等での補充・深化・統合

体験から得られた価値を道徳の時間等に取り上げ、

再度向き合うことで活動の価値を高め、各活動に関

連性をもたせて生かし高め合うよう改善している。

５ 活動の成果と課題

① 進む活動の体系化と「知」の総合化

児童の発達段階を踏まえて、命のどの側面に視点

をあてた学習を仕組んでいくのかを明確にして単元

構想「命の授業関連図」を練っていくことにより、

様々な教育活動を関連付けて生かしていこうとする

教師の構えができた。積み上げられてきた活動が学

校全体の見通しの中で体系的なまとまりのあるもの

となり、「知」の総合化につながっている。

② 連携の拡充推進

○ 学年間の実践に系統性をもたせ、学びが上の学

年につながっていくよう校内連携が強化された。２年生と４年生の性教育では、両担任だけ

でなく、研修主任、養護教諭、ゲストティーチャーの助産師も加わって指導案を検討し、

「自己肯定感」を育むとともに「命の自己責任」についても価値を深めていくことができた。

○ 前述の幼稚園を始め、家庭や地域社会など、校外との連携も深まっている。昨年度の課題

であった「ふるさとへの愛着を生むよう、湯野の自然を生かした体験活動の開発」がなされ、

「ふるさと探訪」として湯野の子どもの安全を見守る会の協力の下で実施した。

③ よりよく生きようとする児童の姿

○ 伝統となった活動を通して子どもたちのつながりが強まっている。飼育活動を行ってきた

毎年の４年生は、「かけがえのない命」を軸としてつながっている。ウサギの突然の死で４

年生が作る墓の前に自発的に集まった５、６年生の姿。かつて４年生の時に飼育を通して心

の中に共通の思いが育っているのを実感した姿であった。

○ 異年齢とのかかわりの中で、うまくいかないところを手伝ったり、相手の思いを尊重しな

がらアイディアを出したりする姿によりよく生きようとする心を感じる。

○ 学びあう姿・遊ぶ姿・働く姿等の中に仲間への温かい思いの伝わる言動や、登校後すぐ飼

育小屋に向かい生き物を愛おしむ姿などが日々見られている。

④ 評価の累積と更なる連携

○ 子どもを見取る具体的な姿の一覧表を命観と照応させて整理し、目指す姿を更に明確にし

たい。それは、教師が子どもの変容を見取る力を高めるだけではなく、子ども自身が自己の

成長を実感しよりよく生きようとする姿勢を育む契機になると考える。

○ ６年間の学びで育まれたよりよく生きようとする姿が、一人ひとりの夢の実現に向けて卒

業後も継続されるよう、中学校との連携を強化していきたい。

学年便りから抜粋


